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常設展

１.事業記録

コレクション展示室
　前年度に新しく収蔵した作品の展示のほか、まど・みちおの絵画作品を紹介した。また、宮崎進の生誕90年
にあわせて、収蔵作品により画家としての足跡をたどる展示を行った。

　４月２日（土）～４月10日（日）	 しゅうなんアート･ナウ2011　第２会場
　
　４月13日（水）～５月８日（日）	 新収蔵品展　29点　　
　６月３日（金）～６月19日（日）	 　　〃

№ 作 家 名 作 品 名 制 作 年 サイズ（㎝） 技法・材質

新収蔵品作品

1 宮崎進 北の祭り 1965（昭和40） 90.9×116.7 油彩・キャンバス

2 〃 祭りの音 1964（昭和39） 37.2×51.4 鉛筆・紙

3 〃 裸婦 1952 ～53
（昭和27 〜28） 72.5×60.2 油彩・キャンバス

4 〃 暗い春の頃 不詳 22.4×31.3 油彩・キャンバス

5 〃 納沙布で 不詳 36.7×53.0 鉛筆・紙

6 〃 加工場のある風景 1963（昭和38） 44.4×52.0 木炭・紙

7 〃 網を繕う漁夫 不詳 36.8×53.2 鉛筆・紙

8 ユーサフ・カーシュ ジョージ・バーナード・ショー 1943（昭和18） 49.8×39.9 ゼラチン・シルバー
プリント

9 〃 ジョージア・オキーフ 1956（昭和31） 48.3×38.2 ゼラチン・シルバー
プリント

10 小栗昌子 祖母と孫―アメリカ芙蓉の花
― 1999（平成11）撮影 49.1×40.7 写真

11 〃 たばこ畑 2001（平成13）撮影 40.5×49.0 写真　

12 〃 炭窯の中で 1999（平成11）撮影 40.6×49.1 写真　

13 〃 田植えの後で 2001（平成13）撮影 49.1×46.0 写真　

14 〃 台所 2001（平成13）撮影 40.6×49.1 写真　

参考展示

15 宮崎進 北の大地 1958（昭和33） 65.2×90.9 油彩・板

16 〃 加工場 1958（昭和33） 91.0×91.0 油彩・板

17 〃 漂泊 1959（昭和34） 60.6×72.7 油彩、紙・板

18 〃 こんぶ漁り 1965（昭和40） 90.9×116.7 油彩・板

19 〃 祭りの夜 1965（昭和40） 112.1×162.0 油彩・キャンバス

20 林忠彦 織田作之助〈銀座 酒場『ルパ
ン』〉 1946（昭和21）撮影 45.7×40.6 ゼラチン・シルバー

プリント

21 〃 太宰治〈銀座 酒場『ルパン』〉 1946（昭和21）撮影 50.7×34.5 ゼラチン・シルバー
プリント
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№ 作 家 名 作 品 名 制 作 年 サイズ（㎝） 技法・材質

22 林忠彦 坂口安吾〈書斎にて〉 1947（昭和22） 45.7×40.6 ゼラチン・シルバー
プリント

23 秋山庄太郎 岩下志麻 不詳 46.5×31.8 ゼラチン・シルバー
プリント

24 〃 吉永小百合 1963（昭和38）撮影 46.5×31.8 ゼラチン・シルバー
プリント

25 前田麦二 スキー 1931（昭和6） 23.3×33.3 油彩

26 〃 小樽の市場 1931（昭和6） 51.0×61.0 油彩・キャンバス

27 〃 水のある青い丼 1972（昭和47） 31.4×40.7 油彩

28 〃 伝来の器 1973（昭和48） 31.8×41.0 油彩・キャンバス

29 〃 風景画 不詳 24.0×33.2 油彩

　６月24日（金）～８月14日（日）	 みんなともだちリサとガスパール、ペネロペ絵本原画展　第２会場

　８月31日（水）～９月４日（日）	 周南市美術展2011　第２会場
　９月７日（水）～９月11日（日）	 　　〃

　９月17日（土）～10月30日（日）	 第20回林忠彦賞受賞記念写真展　第２会場

　11月２日（水）〜11月６日（日）	 周南市学校美術展　第２会場

　11月10日（木）～平成24年１月15日（日）
	 まど・みちおの絵と詩の世界　48点

№ タイトル 制作年月日 サイズ（㎝）

１（タイトルなし）　（未完） 1961（昭和36）年
6月20日 26.8×37.7

２ 黒蝕白蝕 1961（昭和36）年
7月18日 37.8×27.0

３（タイトルなし）　（未完） 1961（昭和36）年
8月16日 37.7×26.7

４ 赤いりんかく 1961（昭和36）年
8月18日 27.1×38.0

５ 菜食主義者に風がふく 1961（昭和36）年
8月26日 37.9×27.0

６（タイトルなし）　（未完） 1961（昭和36）年
11月1日 37.8×27.0

７ 落日 1961（昭和36）年
11月4日 38.0×27.0

８ うお 1961（昭和36）年
11月15日 27.0×37.8

９ 牧歌 1961（昭和36）年
11月21日 37.9×27.0

10 落下 1961（昭和36）年
12月1日 37.0×27.0
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№ タイトル 制作年月日 サイズ（㎝）

11 むだな時間      （未完） 1961（昭和36）年
12月5日 27.0×37.8

12 白い虹 1962（昭和37）年 37.8×27.0

13 池 1962（昭和37）年 37.7×26.9

14 小さなデッサン 1963（昭和38）年
7月 26.9×37.8

15（タイトルなし）　（未完） 不詳 37.7×26.9

16「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.10「児童憲章はいかにあるべきか」
1950（昭和25）年
9月25日 4.8×4.4

17「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.19「空想と科学」 1950（昭和25）年
9月25日 4.6×4.9

18「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.26「知能検査（テスト）についての疑問」
1950（昭和25）年
9月25日 6.7×5.6

19「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.31「子どもの詩の意味」
1950（昭和25）年
9月25日 4.2×6.8

20「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.36「座談会」 1950（昭和25）年
9月25日 7.4×8.9

21「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.62「台湾の子供と日本の子供」見出し
1950（昭和25）年
9月25日 5.2×6.3

22「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.75「子供にきかせたい世界の音楽」
1950（昭和25）年
9月25日 10.4×4.9

23「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.84･85「あしたのうた」1950（昭和25）年9月25日 5.3×15.8

24「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.84･85「あしたのうた」1950（昭和25）年9月25日 2.9×15.8

25「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版「あしたのうた」（未使用）
1950（昭和25）年
9月25日 2.9×15.8

26「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.86･87「つばめ」 1950（昭和25）年
9月25日 3.0×15.1

27「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.88･89「ほしのうた」1950（昭和25）年9月25日 3.0×15.3

28「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.122「ハガキ回答」 1950（昭和25）年
9月25日 3.8×1.8

29「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.124「農村児童文化の実態」
1950（昭和25）年
9月25日 4.7×3.1

30「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.132「児童画の諸問題」1950（昭和25）年9月25日 1.5×8.2

31「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.149「戦後児童の問題作（父や兄のこと）」
1950（昭和25）年
9月25日 3.5×5.5

32「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.184「天と地の鏡」 1950（昭和25）年
9月25日 7.0×12.0

33「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 P.193「太陽と星の下」 1950（昭和25）年9月25日 7.0×12.0

34「新児童文化」（国民図書刊行会）第６集カット凸版 「匿名批評」（未使用） 1950（昭和25）年
9月25日 6.3×8.9

35「新児童文化」（国民図書刊行会）カット用下書き 不詳 7.3×6.6
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まど・みちおの世界

№ タイトル 制作年月日 サイズ（㎝）

36 藤田圭雄編『まど・みちお童謡集』（彌生書房）表紙カバー 1977（昭和52）年
4月15日 28.3×26.2

37 藤田圭雄編『まど・みちお童謡集』（彌生書房）表紙 1977（昭和52）年
4月15日 10.8×10.8

38 藤田圭雄編『まど・みちお童謡集』（彌生書房）口絵 1977（昭和52）年
4月15日 25.5×23.0

39『そらいろのビー玉　尾上尚子詩集』（教育出版センター）表紙 1984（昭和59）年
12月20日 11.8×10.2

40『そらいろのビー玉　尾上尚子詩集』（教育出版センター）カット 扉 1984（昭和59）年
12月20日 3.5×6.0

41『そらいろのビー玉　尾上尚子詩集』（教育出版センター）カット 目次 上／下
1984（昭和59）年
12月20日

4.1×9.1
4.1×9.1

42『そらいろのビー玉　尾上尚子詩集』（教育出版センター）カット Ｐ. ５「そらいろのビー玉」章扉
1984（昭和59）年
12月20日 10.3×8.1

43『そらいろのビー玉　尾上尚子詩集』（教育出版センター）カット Ｐ. ２３「こぶしの実」章扉
1984（昭和59）年
12月20日 10.3×8.1

44『そらいろのビー玉　尾上尚子詩集』（教育出版センター）カット Ｐ. ２７「あじさい」Ｐ. ３３ ｢おはぐろとんぼ｣
1984（昭和59）年
12月20日

4.1×6.6
7.4×5.3

45『そらいろのビー玉　尾上尚子詩集』（教育出版センター）カット Ｐ. ４１「欅」章扉
1984（昭和59）年
12月20日 10.3×8.1

46『そらいろのビー玉　尾上尚子詩集』（教育出版センター）カット Ｐ. ４３「欅」
1984（昭和59）年
12月20日 23.1×17.3

47『そらいろのビー玉　尾上尚子詩集』（教育出版センター）カット Ｐ. ５３「太陽道路」章扉
1984（昭和59）年
12月20日 10.2×8.0

48『そらいろのビー玉　尾上尚子詩集』（教育出版センター）カット Ｐ. ７１「クジャク」章扉
1984（昭和59）年
12月20日 10.2×8.0
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　１月19日（木）～４月１日（日）	 宮崎進　90年の軌跡　26点

№ 作 品 名 制 作 年 サイズ（㎝） 技法・材質

１ 海へ行く道（浜崎） 1941（昭和16） 31.8×40.9 油彩・キャンバス

２ 送られてきた捕虜 1950（昭和25） 130.0×194.0 油彩・キャンバス

３ 灰色の街・釧路 1951（昭和26） 72.7×91.0 油彩・キャンバス

４ ラーゲル 1953（昭和28） 53.0×72.7 油彩・キャンバス

５ 自画像 1953（昭和28） 33.3×24.2 油彩・キャンバス

６ 北の大地 1958（昭和33） 65.2×90.9 油彩・キャンバス

７ 漂泊 1959（昭和34） 60.6×72.7 油彩・キャンバス

８ 濹東A 1959（昭和34） 72.7×116.7 油彩・キャンバス

９ 旅芸人 1965（昭和40） 80.3×100.0 油彩・キャンバス

10 祭りの夜 1965（昭和40） 112.1×162.0 油彩・キャンバス

11 猫のいる静物 1967（昭和42） 40.9×31.8 油彩・キャンバス

12 冬 1968（昭和43） 60.3×80.3 油彩・キャンバス

13 望郷 1970（昭和45） 97.0×145.0 油彩・キャンバス

14 ブランコ乗りのカップル 1972（昭和47） 72.7×60.6 油彩・キャンバス

15 道 1974（昭和49） 90.9×72.7 油彩・キャンバス

16 風景（荒れ地の眺め） 1983（昭和58） 90.9×116.7 油彩・キャンバス

17 空の果て 1983（昭和58） 100.0×100.0 油彩・ミクストメディア

18 檻 1988（昭和63） 140.5×225.0 ミクストメディア

19 TORSO（沈黙） 1993（平成5） 194.0×130.3 ミクストメディア

20 孤独な人 1993（平成5） 194.0×152.0 ミクストメディア

21 冬の鳥 1993（平成5） 194.0×162.0 ミクストメディア

22 漂う 1994（平成6） 45.5×32.5 コラグラフ

23 囚われ 1994（平成6） 42.0×33.3 コラグラフ

24 手 1995（平成7） 41.0×32.0 コラグラフ

25 手 1998（平成10） 50.0×26.0×30.0 ブロンズ

26 TORSO 1999（平成11） 20.0×50.0×83.0 石膏・蜜蝋

宮崎進　90年の軌跡
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林忠彦記念室
　前年度から引き続き、周南市出身の写真家、林忠彦の芸術と生涯を紹介するとともに、市民に写真芸術に親し
んでもらうための展示を行った。

№ シリーズ名 作品タイトル

１ 長州路 萩湾 〈萩市〉

２ 長州路 松下村塾 〈萩市　椿東〉

３ 長州路 松下村塾の講義室 〈萩市　椿東〉

４ 長州路 松下村塾の内部 〈萩市　椿東〉

５ 長州路 吉田松陰の像 〈長府博物館蔵〉

６ 長州路 高杉晋作の像 〈東行記念館蔵〉

７ 長州路 東光寺 〈萩市　椿東〉

８ 長州路 武家屋敷と土塀 〈萩市　堀内〉

９ 長州路 口羽家の旧宅 〈萩市　堀内〉

10 長州路 木戸孝允の生家 〈萩市　呉服町〉

11 長州路 高杉晋作の生家 〈萩市　呉服町〉

12 長州路 桂太郎の旧宅 〈萩市　川島〉

13 長州路 伊藤博文の家 〈熊毛郡　大和町〉

14 長州路 藍場川と武家屋敷 〈萩市　川島〉

15 長州路 萩藩御船倉 〈萩市　東浜崎町〉

16 長州路 萩藩反射炉 〈萩市　椿東　前小畑〉

17 長州路 熊谷家 〈萩市　今魚店町〉

18 長州路 菊屋家土蔵 〈萩市　呉服町〉

19 長州路 萩市大屋附近 〈旧山口街道〉

20 長州路 旭村付近 〈旧山口街道〉

21 長州路 六軒茶屋跡 〈旧山口街道〉

№ シリーズ名 作品タイトル

22 長州路 旧藩邸大手門 〈山口市　滝町〉

23 長州路 瑠璃光寺五重塔 〈山口市　香山町〉

24 長州路 ザビエル記念聖堂 〈山口市　亀山町〉

25 長州路 ザビエル記念聖堂の内部 
〈山口市　亀山町〉

26 長州路 英雲荘 〈防府市　三田尻〉

27 長州路 「七卿と敬親公父子対面の図」
〈毛利博物館蔵〉

28 長州路 幕府追討密勅 〈毛利博物館蔵〉

29 長州路 中根市之丞の墓 〈防府市　三田尻〉

30 長州路 大村神社 〈山口市　鋳銭司〉

31 長州路 吉田宰判代官所跡 〈下関市　吉田〉

32 長州路 旧長府毛利邸の表門 〈下関市　長府〉

33 長州路 武家屋敷の土塀 〈下関市　長府〉

34 長州路 奇兵隊人名簿 〈東行庵蔵〉

35 長州路 奇兵隊隊士の肩書と写真 〈東行庵蔵〉

36 長州路 関門海峡の渦潮 
〈門司・和布刈神社より　下関〉

37 長州路 錦帯橋 〈岩国市　錦見〉

38 長州路 嘉納山頂よりの瀬戸内海大観 
〈大島郡　久賀島〉

●４月１日（金）～５月８日（日）　若き修羅たちの里―長州路

№ 資 料 名 備　考

１ 写真集『若き修羅たちの里―長州路』 1981（昭和56）年発行　講談社

２「私の道　林忠彦」 「中国新聞」1989（平成元）年11月～12月連載

展示ケース内
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№ シリーズ名 作品タイトル

１ 異郷好日　世界の旅 ドイツ

２ 異郷好日　世界の旅 ドイツ

３ 異郷好日　世界の旅 オーストラリア

４ 異郷好日　世界の旅 ギリシア

５ 異郷好日　世界の旅 ギリシア

６ 異郷好日　世界の旅 ギリシア

７ 異郷好日　世界の旅 ギリシア

８ 異郷好日　世界の旅 ギリシア

９ 異郷好日　世界の旅 カリブ海

10 異郷好日　世界の旅 カリブ海

11 異郷好日　世界の旅 イギリス

12 異郷好日　世界の旅 イギリス

13 異郷好日　世界の旅 フランス

14 異郷好日　世界の旅 オーストラリア

15 異郷好日　世界の旅 ブラジル

16 異郷好日　世界の旅 ブラジル

17 異郷好日　世界の旅 スペイン

18 異郷好日　世界の旅 ポルトガル

19 異郷好日　世界の旅 ポルトガル

№ シリーズ名 作品タイトル

20 異郷好日　世界の旅 メキシコ

21 異郷好日　世界の旅 中国

22 異郷好日　世界の旅 中国

23 異郷好日　世界の旅 中国

24 異郷好日　世界の旅 中国

25 異郷好日　世界の旅 中国

26 異郷好日　世界の旅 韓国

27 異郷好日　世界の旅 韓国

28 異郷好日　世界の旅 台湾

29 異郷好日　世界の旅 インド

30 異郷好日　世界の旅 インド

31 異郷好日　世界の旅 インド

32 異郷好日　世界の旅 インド

33 異郷好日　世界の旅 モロッコ

34 異郷好日　世界の旅 モロッコ

35 異郷好日　世界の旅 モロッコ

36 異郷好日　世界の旅 イタリア

37 異郷好日　世界の旅 イタリア

38 異郷好日　世界の旅 イタリア

●５月10日（火）～９月９日（金）　異郷好日 世界の旅

№ 資 料 名 備　考

１ 写真集『異郷好日』 1989（平成元）年発行　光村原色版印刷所

２ 愛用のカメラバッグ

展示ケース内
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●９月10日（土）～10月16日（日）　林忠彦の世界Ⅰ

№ シリーズ名 作 品 名

１ カストリ時代Ⅰ 帰還　<品川駅構内>

２ カストリ時代Ⅰ 煙草をくゆらす戦災孤児<上野>

３ カストリ時代Ⅰ 引揚げ<上野駅>

４ カストリ時代Ⅰ 犬を負う子供たち　＜参謀本部跡　三宅坂＞

５ カストリ時代Ⅰ 日本女性と東京見物する進駐軍兵士 <皇居前広場>

６ カストリ時代Ⅰ 配給を受ける長い列 <銀座>

７ カストリ時代Ⅰ 露店  <銀座> 

８ カストリ時代Ⅰ ダンシングチームのラインダンス　<有楽町　日劇>

９ カストリ時代Ⅰ 船上の炊事 <東京千住>

10 カストリ時代Ⅰ ひととき　<東京築地>

11 カストリ時代Ⅰ 靴みがきの戦災孤児　<上野>

12 昭和のスターたち 三木のり平と丹下キヨ子<京橋>

13 昭和のスターたち 帰国した水原茂巨人軍監督（左､青田昇　右､宇野光雄）<後楽園球場>

14 昭和のスターたち 高峰秀子

15 昭和のスターたち 石原慎太郎（右）・裕次郎兄弟

16 昭和のスターたち 杉村春子

17 昭和のスターたち 岸恵子

18 昭和のスターたち 中村メイ子

19 昭和のスターたち 富士真奈美

20 昭和のスターたち 市川染五郎

21 昭和のスターたち 加山雄三

22 日本の作家 谷崎潤一郎

23 日本の作家 司馬遼太郎

24 日本の作家 石原慎太郎

25 日本の作家 大江健三郎

26 日本の作家 開高健

27 日本の作家 曽野綾子

28 日本の作家 井上靖

29 日本の作家 有吉佐和子

30 日本の作家 志賀直哉

31 小説のふるさと 三島由紀夫「潮騒」-三島由紀夫

32 小説のふるさと 三島由紀夫「潮騒」-海女の少女

33 小説のふるさと 三島由紀夫「潮騒」-海女

34 小説のふるさと 三島由紀夫「潮騒」-海浜に憩う海女たち

35 小説のふるさと 三島由紀夫「潮騒」-神島

36 小説のふるさと 三島由紀夫「潮騒」-天候の悪い日には海女の少女たちは裁縫の稽古に通う

37 小説のふるさと 三島由紀夫「潮騒」-大正年間より続く青年男女の集会場

38 東海道 小説のふるさと　三島由紀夫「潮騒」-神島の露地
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№ シリーズ名 作品タイトル

１ 日本の画家 東郷青児

２ 日本の画家 向井潤吉

３ 日本の画家 小磯良平

４ 日本の画家 平山郁夫

５ 日本の画家 梅原龍三郎

６ 日本の画家 岡本太郎

７ 日本の画家 生澤朗

８ 日本の画家 中川一政

９ 日本の画家 奥村土牛

10 日本の家元 池坊専永　池坊家元

11 日本の家元 生間正保　生間流式包丁家元

12 日本の家元 川田禮子　冠船流家元

13 日本の家元 金春信高　金春流宗家

14 日本の家元 千宗室　裏千家家元

15 日本の家元 勅使河原 宏　草月流家元

16 日本の家元 西川 鯉三郎　名古屋西川流家元

17 日本の家元 西崎 緑　西崎流

18 日本の家元 山根由美　真生流家元

19 長州路 菊ヶ浜　〈萩市〉

№ シリーズ名 作品タイトル

20 長州路 松下村塾　〈萩市　椿東〉

21 長州路 松下村塾の内部　〈萩市 椿東〉

22 長州路 高杉晋作の像　〈東行記念館蔵〉

23 長州路 武家屋敷と土塀　〈萩市　堀内〉

24 長州路 菊屋家土蔵　〈萩市　呉服町〉

25 長州路 旧長府毛利邸の表門〈下関市長府〉

26 長州路 関門海峡の浦舟留まり　〈下関市〉

27 長州路 奇兵隊士の肩書と写真〈東行庵蔵〉

28 長州路 錦帯橋　〈岩国市　錦見〉

29 東海道 日本橋

30 東海道 品川お台場

31 東海道 大観山より富士を望む

32 東海道 杉並木　〈箱根〉

33 東海道 駿府城

34 東海道 大井川

35 東海道 茶畑　〈金谷〉

36 東海道 豊川稲荷

37 東海道 徳川家康像　〈大樹寺〉

38 東海道 三条大橋

●10月18日（火）～11月30日（水）　林忠彦の世界Ⅱ

№ 資 料 名 備　考

１ 写真集『カストリ時代』 1980（昭和55）年発行　朝日ソノラマ

２ 写真集『小説のふるさと』 1957（昭和32）年発行　中央公論社

３ 写真集『日本の作家』 1971（昭和46）年発行　主婦と生活社

№ 資 料 名 備　考

１ 写真集『日本の画家108人』 1978（昭和53）年発行　美術出版社

２ 写真集『日本の家元』 1983（昭和58）年発行　集英社

３ 写真集『若き修羅たちの里―長州路』 1981（昭和56）年発行　講談社

４ 写真集『東海道』 1990（平成２）年発行　 集英社

展示ケース内

展示ケース内

9



№ シリーズ名 作品タイトル

１ 西郷隆盛 桜島噴煙

２ 西郷隆盛 桜島黎明

３ 西郷隆盛 黒神の鳥居

４ 西郷隆盛 西郷誕生の地

５ 西郷隆盛 薩摩藩鶴丸城

６ 西郷隆盛 西田橋

７ 西郷隆盛 武屋敷生垣

８ 西郷隆盛 西郷入水の図

９ 西郷隆盛 四郷蘇生の家

10 西郷隆盛 奄美大島

11 西郷隆盛 竜郷の熱帯樹

12 西郷隆盛 竜郷の家

13 西郷隆盛 竜郷の家内部

14 西郷隆盛 沖永良部島海岸

15 西郷隆盛 西郷獄中生活の図

16 西郷隆盛 薩摩藩反射炉後

17 西郷隆盛 薩摩藩十文字砲

18 西郷隆盛 薩摩藩砲隊旗

19 西郷隆盛 西郷鳥羽伏見参戦の図

№ シリーズ名 作品タイトル

20 西郷隆盛 開聞岳遠望

21 西郷隆盛 吹上浜落陽

22 西郷隆盛 栗野岳温泉南洲館

23 西郷隆盛 私学校跡

24 西郷隆盛 高千穂連峰

25 西郷隆盛 谷干城像

26 西郷隆盛 西郷隆盛像

27 西郷隆盛 熊本城宇土櫓

28 西郷隆盛 谷村計介戦死の碑

29 西郷隆盛 政府軍兵士の墓

30 西郷隆盛 田原城

31 西郷隆盛 雨の人吉城址

32 西郷隆盛 霧島連峰山麓

33 西郷隆盛 美々津の浜

34 西郷隆盛 日南海岸の浸食岩

35 西郷隆盛 私学校石垣に残る弾痕

36 西郷隆盛 城山岩崎谷洞窟

37 西郷隆盛 桜島夕景

38 西郷隆盛 西郷隆盛の墓

●12月１日（木）～平成24年１月31日（火）　西郷隆盛

林忠彦の世界
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№ シリーズ名 作品タイトル

１ 西郷隆盛 桜島噴煙

２ 西郷隆盛 黒神の鳥居

３ 西郷隆盛 安永溶岩と開聞岳

４ 西郷隆盛 西郷誕生の地

５ 西郷隆盛 薩摩藩鶴丸城

６ 西郷隆盛 武家屋敷庭園

７ 西郷隆盛 西郷入水の図

８ 西郷隆盛 西郷蘇生の家

９ 西郷隆盛 大和浜珊瑚礁

10 西郷隆盛 奄美大島の高倉群

11 西郷隆盛 竜郷の家

12 西郷隆盛 竜郷の家内部

13 西郷隆盛 沖永良部島海岸

14 西郷隆盛 西郷獄中生活の図

15 西郷隆盛 薩摩藩反射炉後

16 西郷隆盛 薩摩藩十文字砲

17 西郷隆盛 薩摩藩砲隊旗

18 西郷隆盛 西郷鳥羽伏見参戦の図

19 西郷隆盛 開聞岳遠望

№ シリーズ名 作品タイトル

20 西郷隆盛 開聞岳遠望

21 西郷隆盛 吹上浜落陽

22 西郷隆盛 栗野岳温泉南洲館

23 西郷隆盛 私学校跡

24 西郷隆盛 高千穂連峰

25 西郷隆盛 谷干城像

26 西郷隆盛 西郷隆盛像

27 西郷隆盛 熊本城宇土櫓

28 西郷隆盛 谷村計介戦死の碑

29 西郷隆盛 政府軍兵士の墓

30 西郷隆盛 田原城

31 西郷隆盛 雨の人吉城址

32 西郷隆盛 霧島連峰山麓

33 西郷隆盛 美々津の浜

34 西郷隆盛 日南海岸の浸食岩

35 西郷隆盛 私学校石垣に残る弾痕

36 西郷隆盛 城山岩崎谷洞窟

37 西郷隆盛 桜島夕景

38 西郷隆盛 西郷隆盛の墓

●２月１日（水）～２月29日（水）　西郷隆盛

西郷隆盛

№ 資 料 名 備　考

１ 写真集『西郷隆盛』 1983（昭和58）年発行　桐原書店

２ 写真集より～松本清張・文パネル

展示ケース内　12月１日（木）〜２月29日（水）
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●３月１日（木）～３月31日（土）　小説のふるさと

№ シリーズ名 作品タイトル

１ 石坂洋次郎＜若い人＞ 石坂洋次郎　

２ 石坂洋次郎＜若い人＞ モデルといわれる遺愛女学校にて

３ 石坂洋次郎＜若い人＞ 宣教師ニコライが建立した教会

４ 石坂洋次郎＜若い人＞ 函館山からの眺望

５ 石坂洋次郎＜若い人＞ 遺愛女学校の教室にて

６ 石坂洋次郎＜若い人＞ 出航する連絡船

７ 石坂洋次郎＜若い人＞ 市内立待岬に立つ啄木の墓碑

８ 石坂洋次郎＜若い人＞ 市内にある五稜郭

９ 石坂洋次郎＜若い人＞ 市内湯ノ川温泉附近

10 石坂洋次郎＜若い人＞ 魚臭漂う港附近

11 石坂洋次郎＜若い人＞ 郊外の丘の上にあるトラピスチース（女子修道院）

12 川端康成＜伊豆の踊子＞ 川端康成　

13 川端康成＜伊豆の踊子＞ 下田に近い蓮台寺温泉附近の街道

14 川端康成＜伊豆の踊子＞ 明るい南伊豆の景色が展く天城峠

15 川端康成＜伊豆の踊子＞ 湯ヶ島から天城への下田街道

16 川端康成＜伊豆の踊子＞ 湯ヶ野温泉、流れるは河津川

17 川端康成＜伊豆の踊子＞ 湯ヶ島温泉宿の露天風呂

18 川端康成＜伊豆の踊子＞ 湯ヶ野から下田への街道

19 川端康成＜伊豆の踊子＞ 下田港

20 川端康成〈伊豆の踊子〉 修善寺の山門

21 伊藤整＜若い詩人の肖像＞ 伊藤整　　

22 伊藤整＜若い詩人の肖像＞ 漁船の避難港忍路湾

23 伊藤整＜若い詩人の肖像＞ 余市町風景

24 伊藤整＜若い詩人の肖像＞ 伊藤氏が教鞭をとった市立中学校教員室

25 伊藤整＜若い詩人の肖像＞ 小樽商大（旧高商）の玄関

26 伊藤整＜若い詩人の肖像＞ 小樽の露店

27 伊藤整＜若い詩人の肖像＞ 小樽港

28 伊藤整＜若い詩人の肖像＞ 市の中心部を汽車が通る小樽市

29 伊藤整＜若い詩人の肖像＞ 小樽市内（正面の二階屋は小林多喜二の下宿していた家）

30 谷崎潤一郎〈月と狂言師〉 谷崎潤一郎　　

31 谷崎潤一郎〈月と狂言師〉 南禅寺と東山の月

32 谷崎潤一郎〈月と狂言師〉 上田邸にて、茂山千五郎氏の狂言「月見座頭」を観る谷崎氏夫妻

33 谷崎潤一郎〈月と狂言師〉 南禅寺庫裡

34 谷崎潤一郎〈月と狂言師〉 南禅寺本堂

35 谷崎潤一郎〈月と狂言師〉 南禅寺境内

36 谷崎潤一郎〈月と狂言師〉 西福寺の本堂で上田秋成の真筆「山村除夜」の軸をみる谷崎夫人

37 谷崎潤一郎〈月と狂言師〉 南禅寺境内を歩く谷崎氏

38 谷崎潤一郎〈月と狂言師〉 インクラインの名残りと名物の花屋

12



№ 資 料 名 備　考

１ 写真集『小説のふるさと』 1957（昭和32）年発行　中央公論社    

２「婦人公論」 1956（昭和31）10月号、12月号

展示ケース内

小説のふるさと
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歴史展示室
　特設コーナーでは、徳山毛利家資料を「端午飾り」と「絵画」のテーマで展示した。

　特設コーナー
　　「徳山毛利家の端午飾り｣　４月１日（金）～６月２日（木）
　　　展示資料／「武者人形　神功皇后」「武者人形　太閤と清正」「児玉秀雄から贈られた白馬」

　　「徳山毛利家伝来の絵画～江戸の絵師たち」
　　　６月３日（金）～７月３日（日）	 住吉広守「五常図」のうち（仁・義・礼）　3点
　　　７月５日（火）～８月７日（日）	 住吉広守「五常図」のうち（智・信）　２点
　　　８月９日（火）～９月30日（金）	 松本甫信「竹に百雀・柳に百燕図」　２点
　　　10月１日（土）～12月４日（日）	 長谷川雪提「四季景物図（秋・冬）」　１点
　　　12月６日（火）～２月５日（日）	 狩野常信「富嶽・柳に燕・雪中柳に小禽図」　３点

徳山毛利家の端午飾り

徳山毛利家伝来の絵画～江戸の絵師たち
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企画展

児玉源太郎と近代国家への歩み展
日本の進路を託された男（特別展覧会）

▪主催等
　主　　催／周南市、ＫＲＹ山口放送、読売新聞社
　後　　援／�山口県、山口県教育委員会、下松市・光市・田布施町お

よび各教育委員会
▪会期
　平成23年12月２日（金）～平成24年１月15日（日）
　月曜日・12月29日～１月３日休館
　ただし１月９日（月・祝）開館、翌10日（火）休館
▪観覧料
　一般700円（600円）　大学生500円（400円）　
　18歳以下および70歳以上、身障者の方無料
　（　）内は前売および団体（20名以上）
▪開催日数
　34日
▪内容
　�ペリー来航の前年に生まれ、明治の政治家・軍人として活躍、日露
戦争の翌年に死去した児玉源太郎（1852 ～1906）。日本の近代化の
道のりと重なる彼の生涯と日本の近代国家への歩みを資料を通じて
紹介した。

▪展示点数
　146点
▪展覧会に関連した事業
　名　　称／講演会　スペシャルドラマ「坂の上の雲」の舞台裏
　日　　時／12月11日（日）　14:00 ～15:30
　会　　場／周南市美術博物館ハイビジョンギャラリー
　講　　師／藤澤浩一（ＮＨＫ「坂の上の雲」チーフ・プロデューサー）
　参加人数／57人

展覧会チラシ

藤澤浩一氏講演会
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　名　　称／ギャラリートーク
　日　　時／①12月17日（土）②１月７日（土）　いずれも14:00 ～
　講　　師／森重祥子（周南市美術博物館学芸員）
　参加人数／①45人 ②60人

　名　　称／クリスマスサロンコンサート
　日　　時／①12月17日（土）②12月18日（日）　いずれも18:30 ～
　会　　場／周南市美術博物館ロビー
　参加人数／①170人 ②192人

　名　　称／児玉源太郎や児玉文庫についてのエッセイ募集
　　　　　　応募いただいたエッセイは、ロビーに展示した。

　名　　称／関連展示　林忠彦オリジナルプリント「西郷隆盛」
　期　　間／12月１日（木）〜１月31日（火）
　会　　場／林忠彦記念室
▪入場者数　
　6,331人
▪図録
　名　　称／児玉源太郎と近代国家への歩み展　日本の進路を託された男
　編　　集／周南市美術博物館
　制　　作／大村印刷株式会社
　発　　行／周南市美術博物館
　発 行 日／平成23年12月２日
　判（縦×横）／28.3×21.0cm　
　ページ数／108ページ
　内　　容／「児玉源太郎と伊藤博文・桂太郎」
　　　　　　　小林道彦（北九州市立大学基盤教育センター教授・日本政治外交史）
　　　　　　「児玉文庫について」
　　　　　　「児玉文庫の思い出」
　　　　　　　浅見道子（児玉文庫主事をつとめた浅見榮熊氏の次女）
　　　　　　児玉源太郎関係遺跡地図
　　　　　　児玉源太郎関係遺跡写真
　　　　　　「児玉源太郎と検疫　―後藤新平との出会い―」
　　　　　　　森重祥子（周南市美術博物館学芸員）
　　　　　　児玉源太郎年譜
　　　　　　展示資料リスト
　価　　格／1,600円

ギャラリートーク

エッセイ展示

図録
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第９回 周南市美術展2011

▪主催等
　主　　催／周南市、周南市教育委員会
　主　　管／周南市美術展運営委員会
　後　　援／周南文化協会
　協　　力／�周南写真連盟、周南書道連盟、周南陶芸連盟、周南美術

連盟、 周南手工芸連盟、周南水墨画連盟
▪会期
　前期（書　写真）
　　平成23年８月31日（水）～９月４日（日）　
　後期（平面　立体）
　　平成23年９月７日（水）～９月11日（日）
▪開催日数
　10日
▪審査員（50音順）
　平面　　濱本　聰　　堀　晃
　立体　　財満　進　　一鍬田 徹
　書　　　荒瀬長州　　岡　篷舟　　
　写真　　船尾　修　　百瀬俊哉
▪出品点数
　184点（応募236点）
▪入賞者
　市美展大賞　　写真　　二ノ丸卓成「８・６」
　市美展準大賞　平面　　城　勝邦「静かなとき」
　　　〃　　　　立体　　井川幸子「四季」
　　　〃　　　　書　　　石田一義「蛍籠」
　　　〃　　　　写真　　戸村愛子「優美」
▪入場者数
　2,321人

大賞作品　二ノ丸卓成「８・６」
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しゅうなんアート・ナウ2011

▪主催等
　主　　催／周南市、周南市教育委員会
　後　　援／周南文化協会
▪会期
　平成23年４月２日（土）～４月10日（日）
　ただし４日（月）休館
▪開催日数
　８日
▪出品点数ならびに出品者
　平面	 52点
	 青山英和　秋本町子　有福敬子　石丸康生　井上晴惠　江藤千代子　惠本正彦
	 岡征治郎　小川朱美　小川寿里　尾崎眞吾　柏木悦子　片岡美男　賀谷恵子　
	 河村純一郎　河村よし子　来島康博　木村克久　日下千砂惠　久保富子　
	 小林功於　貞永マミ　清水香代子　管田八重子　田中計江　友澤国香　
	 中川十七江　永田好人　中村恭子　中村幸枝　縄田健次　野間紀夫　原康　
	 原捷太郎　原田安子　弘中武士　福田之広　福谷浩志　藤本怜子　船本寛　
	 牧野樹煕　松本紀是　三木智信　三宅司郎　三輪朋子　村井深泉　本村聖子　
	 矢儀浩嗣　山縣君代　山本碩田　山本俊昭　山本靖子
　立体	 18点
	 井上馨　岡村京子　北川敏治　木本多津子　國弘均　久留原明美　杉村博司
	 高下正明　田畑三男　土田柾江　中島了　中西正　永安忠　藤本満俊　楊井朋子
	 山縣康子　山根公子　吉田明良
　書	 30点
	 赤木和寳　明石慶雲　石村周寳　伊藤米花　岩本美翠　宇山栖霞　金谷清園　
	 佐伯一貫　佐伯弦柳　佐々木青山　貞名杏華　田村和泉　寺田雨響　徳田泰水
	 徳原華泉　長弘聴空　西村芳翠　野村麗舟　濱田雅禮　福田雅慶　福田揺月
	 藤井宗鳳　藤川秀峰　細田雅估　松浦汀舟　松本佳風　光井美麗　山田周雨　
	 山本一遊　渡邉紅雲
　写真	 18点
	 新井正義　岩本進　上本ひとし　内山えいじ　岡田邦彦　岡本国治　片山一美
	 金井道子　末松照男　坪井靖治　手島寿夫　原田利昭　東島晋　藤井宏昭　
	 堀田俊秀　森脇亨　山本章　渡俊一　
　計118点
▪入場者数
　1,551人
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平成23年度 周南市学校美術展

▪主催等
　�周南市教育委員会、周南市幼･保･小･中学校研修会、山口県造形教育研究会周南支部、周南市美術博物館
▪会期
　平成23年11月２日（水）～11月６日（日）　
▪開催日数
　５日
▪内容
　�周南市内の幼稚園･保育園の園児、小中学校の児童、生徒の造形作品を展示し美術教育の振興を図るもので、
入選作品は山口県学校美術展に出品された。幼稚園・保育園124点、小学校581点、中学校288点。

▪出品点数
　993点
▪入場者数
　4,567人
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みんなともだち　
リサとガスパール、ペネロペ絵本原画展

▪主催等
　主　　催／周南市美術博物館、ＫＲＹ山口放送、読売新聞社
　後　　援／�山口県、山口県教育委員会、周南市・下松市・光市・田布

施町および各教育委員会
　協　　力／�ブロンズ新社、岩崎書店、白泉社「ＭＯＥ」、ソニー・ク

リエイティブプロダクツ、日本アニメーション
　企画制作／渋谷出版企画
▪会期
　平成23年６月24日（金）～８月14日（日）
　月曜日休館　ただし７月18日（月・祝）開館、翌19日（火）休館
▪観覧料
　一般1,000円（900円）　高大生800円（700円）　
　中学生以下、身障者の方無料　
　（　）内は前売および団体（20名以上）
▪開催日数
　45日
▪内容
　�フランスの絵本「リサとガスパール」と「ペネロペ」の絵本原画展。
作者のゲオルグ・ハレンスレーベン、アン・グットマン夫妻によっ
て生み出される楽しく美しい原画を展示した。関連事業のほか、カ
フェテラスまどでも特別メニューを提供した。

▪展示点数
　159点
▪展覧会に関連した事業
　名　　称／Music in Museum by 出光 2011 仲間とドキドキ～小さな音楽冒険記
　期　　日／７月９日（土）　14:00 ～
　会　　場／周南市文化会館　大ホール
　参加人数／1,550人

　名　　称／絵本おはなし会
　期　　日／７月23日（土）　①11:00 ～②14:00 ～
　　　　　　いずれも30分程度
　会　　場／周南市美術博物館ハイビジョンギャラリー
　読 み 手／河野康子（山口放送アナウンサー）
　参加人数／①76人 ②74人
▪入場者数
　12,693人

展覧会チラシ

おはなし会
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林忠彦賞20回記念写真展

▪主催等
　主　　催／周南市美術博物館、ＫＲＹ山口放送、読売新聞社
　後　　援／�山口県、山口県教育委員会、周南市・下松市・光市・田布

施町および各教育委員会
▪会期
　平成23年９月17日（土）～10月30日（日）
　月曜日休館、ただし９月19日（月・祝）、10月10日（月・祝）開館、
　９月20日（火）、10月11日（火）休館
▪観覧料
　500円（450円）　
　18歳以下および70歳以上、身障者の方無料
　（　）内は前売および団体（20名以上）
▪開催日数
　38日
▪内容
　�周南市出身の写真家、林忠彦の遺志を受け継ぎ設立した林忠彦賞が
20回を迎えたことを記念し、第１回から19回まで歴代の受賞作（代
表作）と新作を一堂に展示した。併せて第20回林忠彦賞受賞作も展
示した。開会式前夜にはレセプションを行い、歴代受賞者12名、選
考委員３名、創設から関わった関係者や市民とともに林賞の20回を
祝った。10月23日には高円宮妃殿下が観覧された。

▪展示点数
　203点（うち、第20回林忠彦賞受賞作86点）
▪展覧会に関連した事業
　名　　称／第20回林忠彦賞受賞記念写真展　山内道雄「基隆」
　期　　日／９月17日（土）～10月30日（日）（同時開催）
　会　　場／展示室３

　名　　称／林忠彦の世界Ⅰ、Ⅱ
　期　　日／９月９日（金）～11月30日（水）
　会　　場／林忠彦記念室

　名　　称／林忠彦賞20回を祝う会
　期　　日／９月16日（金）
　会　　場／ザ・グラマシー　ブルーオーシャン
　参加人数／200人　
▪入場者数
　3,422人

展覧会チラシ

林忠彦賞20回を祝う会
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▪図録
　名　　称／林忠彦賞20回記念写真展 記念誌
　編　　集／周南市美術博物館
　制　　作／株式会社あかつき
　発　　行／周南市美術博物館
　発 行 日／平成23年９月16日
　判（縦×横）／28.5×21.0㎝
　ページ数／64ページ
　内　　容／「林忠彦賞20周年を喜ぶ」　
　　　　　　　小川亮（元徳山市文化振興財団理事長　元徳山市長　林忠彦賞創設者）
　　　　　　林忠彦賞の概要
　　　　　　林忠彦について
　　　　　　　「父、林忠彦と徳山」　林靖彦（林忠彦長男）
　　　　　　林忠彦代表作
　　　　　　林忠彦賞受賞作・受賞後の作品
　　　　　　「林忠彦賞20年のあゆみ」　有田順一（周南市美術博物館館長）
　　　　　　林忠彦賞の記録
　価格／800円

図録
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林忠彦賞

第20回林忠彦賞　
「基隆」86点　山内 道雄（東京都） 
　授賞式並びに祝う会
　　期　　日／平成23年８月19日（金）
　　会　　場／東京・コートヤード・マリオット銀座東武ホテル
　　参 加 者／150人

　受賞記念写真展（東京展）
　　期　　日／平成23年８月19日（金）～８月25日（木）
　　会　　場／東京・富士フイルムフォトサロン
　　開 催 日／７日
　　入 場 者／8,278人

　受賞記念写真展（周南展）・林忠彦賞20回記念写真展
　　期　　日／平成23年９月17日（土）～10月30日（日）
　　会　　場／周南市美術博物館
　　開 催 日／44日
　　入 場 者／3,422人

　受賞記念写真展（東川展）
　　期　　日／平成23年11月26日（土）～12月11日（日）
　　会　　場／北海道・東川町文化ギャラリー
　　開 催 日／16日
　　入 場 者／452人

授賞式・祝う会

受賞記念写真展（東京展）

23



第21回林忠彦賞　　
「東京｜天空樹 Risen in the East」
28点　佐藤 信太郎（千葉県）
　選考委員　委員長　細江英公
　　　　　　　　　　大石芳野
　　　　　　　　　　笠原美智子
　　　　　　　　　　河野和典
　　　　　　　　　　有田順一

　最終候補作品	１.藤　真墨　「蔵のお伊勢参り」
	 ２.古賀絵里子「浅草善哉」
	 ３.小林伸一郎 「島波 瀬戸内景」
	 ４.佐藤信太郎「東京｜天空樹 Risen in the East」
	 ５.菅原一剛　「あたらしいみち」
	 ６.牧野智晃　「Daydream」
	 ７.松原　豊　「村の記憶」
	 ８.吉村和敏　「Shinshu」 佐藤信太郎氏
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講座・講演会

▪講座名
　美術博物館探検ツアー
▪期日
　平成23年８月７日（日）　13:30 〜15:30
▪講師
　松本久美子（周南市美術博物館学芸員）
▪会場
　周南市美術博物館ハイビジョンギャラリー他
▪内容
　�美術博物館探検ツアーは、普段見ることのできない美術博物館の裏側を見てもらい、美術博物館の仕事を知っ
てもらう事業である。館内を見学した後、掛軸を取り扱う体験をした。

▪参加人数
　子ども12人　大人９人　計21人

▪講座名
　子ども芸術ワークショップ「じゃばら式絵本をつくろう」
▪期日
　平成24年３月11日（日）　10:00 〜16:00
▪講師
　戸川幸一郎（絵本作家）
▪会場
　周南市美術博物館ハイビジョンギャラリー
▪内容
　�小中学生を対象に募集。絵本作家の戸川幸一郎を講師に、いろいろ
な画材を用いて蛇腹式の絵本を制作した。完成したオリジナル絵本
は、美術博物館ロビーに展示した。

▪参加人数
　16人

じゃばら式絵本展示風景
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ハイビジョンギャラリー

▪上映プログラム
　４月１日（火）～２月29日（水）　9:45 ～16:53
　パリで見られる19世紀フランス美術Ⅰ
　日本の巨匠たち　その二
　絵巻の世界　その二

　３月１日（木）～３月31日（土）　9：45 ～16：29
　美術のたのしみ
　フィレンツェ・ルネサンスⅠ
　絵巻の世界　その一
　日本の巨匠たち　その一
▪講座室として利用
　７月23日（土）
　絵本おはなし会
　読 み 手／河野康子（山口放送アナウンサー）

　８月７日（日）
　美術博物館探検ツアー
　講　　師／松本久美子（周南市美術博物館学芸員）
 
　12月11日（日）
　講演会　スペシャルドラマ「坂の上の雲」の舞台裏
　講　　師／藤澤浩一（ＮＨＫ「坂の上の雲」チーフ・プロデューサー）

　３月11日（日）
　子ども芸術ワークショップ「じゃばら式絵本をつくろう」
　講　　師／戸川幸一郎（絵本作家）
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サロンコンサート

▪期日
　クリスマスサロンコンサート
　①平成23年12月17日（土）②12月18日（日）　18:30 〜20:30
▪会場
　周南市美術博物館ロビー
▪内容
　�周南市美術博物館ロビーを会場に、コンサートを行った。
▪出演者ならびに曲目
　①12月17日　ブルーレイ・アイランダーズ
　〈第一部〉
　　・恋しき君よアロハ
　　・パーリーシェル
　　・カフキアイアロー
　　・瀬戸の花嫁
　　・南国の夜
　　・ハワイのわら葺き小屋
　　・ロイヤルハワイアンホテル
　　・バリバリの浜辺

　②12月18日　スリーティー・ジャズトリオ＋ヴォーカル
　〈第一部〉
　　・Ａ列車で行こう　
　　・酒とバラの日々　　　　　　　　　
　　・虹の彼方に　　　　
　　・明るい表通りで　　　　
　　・枯葉　　　　　
　　・ルート６６
　　・二人でお茶を
　　・サテン・ドール
　　・ホワイト・クリスマス
▪参加人数
　①170人 ②192人　合計362人

12月17日

12月18日

　〈第二部〉
　　・ママがサンタにキスをした
　　・ベサメムーチョ
　　・バスストップ
　　・オール・オブ・ミー
　　・恋の気分で
　　・恋人よ我に帰れ
　　・ホワイトクリスマス
　　・ブルークリスマス

　〈第二部〉
　　・オール・オブ・ミー
　　・イパネマの娘
　　・マイ・ワン・アンド・オンリー・ラブ
　　・フライ・ミー・トゥ・ザ・ムーン
　　・ナイト＆デイ
　　・星に願いを
　　・オルフェのサンバ
　　・あなたと夜と音楽と
　　・ジングルベル
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収蔵品

▪収集委員会
　平成23年度資料収集委員会
　期　　日／平成24年２月21日（火）
　委　　員／小山良昌　　毛利博物館館長
　　　　　　井土　誠　　前下関市立美術館館長
　　　　　　大井健地　　広島市立大学国際学部教授
　　　　　　菊屋吉生　　山口大学教育学部教授
　　　　　　斎藤郁夫　　山口県立美術館学芸専門監
　　　　　　吉積久年　　前山口県文書館副館長
▪リスト
　今年度周南市が収集し、周南市美術博物館が管理を引き継いだ資料は下記のとおり。
【美術】
№ 種　　別 作　　者 名　　称 件数 点数 収集方法

１ 洋画 宮崎進 下北 １ １ 購入

２ 洋画 宮崎進 網 １ １ 購入

３ デッサン 宮崎進 北の海 １ １ 寄贈

４ デッサン 宮崎進 北の海 １ １ 寄贈

5 デッサン 宮崎進 冬 酒田附近のスケッチ １ １ 寄贈

6 洋画 前田麦二 （スキーの絵） １ １ 寄贈

７ 洋画 前田麦二 足摺岬にて １ １ 寄贈

８ 洋画 前田麦二 ざくろ １ １ 寄贈

９ 洋画 前田麦二 雲雀鳴く １ １ 寄贈

10 洋画 前田麦二 （風景画） １ １ 寄贈

11 洋画 前田麦二 河上氏 １ １ 寄贈

【写真】
№ 種　　別 作　　者 名　　称 件数 点数 収集方法

１ 写真 ユーサフ・カーシュ パブロ・カザルス １ １ 購入

２ 写真 ユーサフ・カーシュ パブロ・ピカソ １ １ 購入

３ 第20回林忠彦賞 山内道雄 基隆 １ 86 寄贈

４ 写真 林忠彦 昭和のスターたち １ 20 寄贈

【歴史】
№ 種　　別 作　　者 名　　称 件数 点数 収集方法

１ 歴史資料 献功隊士　林政輔肖像画 １ １ 寄贈
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▪貸出記録
　資 料 名／林忠彦作品18点
　　　　　　「石坂洋次郎」「林芙美子」「梶山季之」「美空ひばり」「有吉佐和子」
　　　　　　「内田百閒」「坂口安吾」「太宰治」「吉川英治」「滝沢修」「原節子」
　　　　　　「川端康成」「三島由紀夫」「瀬戸内晴美」「高見順」「織田作之助」
　　　　　　「安部公房」「大佛次郎」
　展覧会名／昭和の風貌（かお）展～時代を作ったヒーローたち
　会期・会場／４月20日（水）～７月10日（日）　山形・財団法人土門拳記念館

　資 料 名／林忠彦作品161点
　展覧会名／没後20年　時代の目撃者　林忠彦写真展
　会期・会場／７月23日（土）～８月28日（日）　兵庫・尼崎市総合文化センター

　資 料 名／岸田劉生「銀屏風」（個人蔵）
　展覧会名／生誕120周年記念　岸田劉生展
　会期・会場／９月17日（土）～11月23日（水・祝）　大阪市立美術館 

　資 料 名／山内道雄作品「基隆」86点
　展覧会名／第19回林忠彦賞受賞記念展
　会期・会場／11月26日（土）～12月11日（日）　北海道・東川町文化ギャラリー

　資 料 名／絹本著色陶弘護像（寄託資料・国重文）　
　展覧会名／知られざる歴史絵巻　大内文化と北九州　戦国の世に花開く雅の世界
　会期・会場／平成24年１月２日（月）～２月12日（日）
　　　　　　　福岡・北九州市立自然史・歴史博物館（いのちのたび博物館）

　資 料 名／林忠彦作品73点
　展覧会名／紫煙と文士たち　林忠彦写真展
　会期・会場／平成24年１月21日（土）～３月18日（日）　東京・たばこと塩の博物館

　資 料 名／林忠彦作品18点
　　　　　　「石坂洋次郎」「林芙美子」「梶山季之」「美空ひばり」「有吉佐和子」
　　　　　　「内田百閒」「坂口安吾」「太宰治」「吉川英治」「滝沢修」「原節子」
　　　　　　「川端康成」「三島由紀夫」「瀬戸内晴美」「高見順」「織田作之助」
　　　　　　「安部公房」「大佛次郎」
　展覧会名／昭和の風貌（かお）展
　会期・会場／平成24年３月１日（木）～３月18日（日）　鹿児島・川内まごころ文学館
　　　　　　　平成24年３月30日（金）～４月11日（水）　フジフイルムフォトサロン大阪

博物館実習

平成23年度は実施なし 
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職員

館　長	 有田順一（財団事務局次長兼務）
学芸課　　　課　長	 森重祥子（管理課長兼務）
　〃　　　　係　長	 松本久美子
　〃　　　　学芸員	 上利英之
　〃　　　　嘱　託	 武居宏美
　〃　　　　　〃	 栢　順子
管理課　　　係　長	 西村達也
　〃　　　　主　任	 河村　浩
　〃　　　　嘱　託	 熊岡貴子
　〃　　　　　〃	 清水裕子

２.管理運営

展示室一般利用状況

展覧会名 団体 会期 入場者数

第7回周南水墨画連盟作品展 周南水墨画連盟  4/14 ～ 4/17    784

第３回書苑書道会展 書苑書道会  5/ 6 ～ 5/ 8 　 364

第7回周南書道連盟 周南書道連盟ﾞ 11/ 9 ～11/11 　 715

山口県中学校文化連盟　第7回総合文化祭 山口県中学校文化連盟 11/12 ～11/13    707

第5回周南美術連盟展 周南美術連盟  1/20 ～ 1/22 　 628

第39回山口県写真作家集団会員展 山口県写真作家集団  1/26 ～ 1/29    813   

第48回二科会写真部山口支部公募展 二科会写真部山口支部  2/ 3 ～ 2/ 5    455

白木靖子神原城夏絵画的インスタ党結成展 ぱすぱす工房  2/ 3 ～ 2/ 5  263

第46回日本光画会写真展《光展》 日本光画会  2/ 9 ～ 2/12   1,691  

金井道子・角田誠二人展 二人展（金井道子・角田誠）  2/16 ～ 2/19　 　 536

YICキャリアデザイン専門学校
第12回卒業・進級制作展2012 YICキャリアデザイン専門学校  2/24 ～ 2/26 　 440

アトリエ陽だまり180人生徒展 アトリエ陽だまり  3/ 1 ～ 3/ 4 　1,004

第11回書游会書作展 書游会  3/10 ～ 3/11 　　450

全国和紙ちぎり絵サークル作品展 和紙ちぎり絵サークル  3/15 ～ 3/18 　　888

笠窯どんぐり陶房陶芸教室作品展 どんぐり陶房  3/23 ～ 3/25 　　461
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入館者数一覧

常設展示室

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

有料   105    54 85    26    78    51  　12   156    56   108 107   184  1,022 

無料 169    9 1,084 5,344 5,110 2,542 1,885 258 2,589 3,414  　61   106 22,571

合計 　274 63 1,169 5,370 5,188 2,593 1,897 414 2,645 3,522   168   290 23,593

展覧会名 会期 日数 有料 無料 合計

しゅうなんアート・ナウ2011  4/ 2 ～ 4/10    8      0  1,551  1,551

みんなともだちリサとガスパール、ペネロペ
絵本原画展  6/24 ～ 8/14   45 6,260  6,433 12,693

周南市美術展2011  8/31 ～ 9/ 4
 9/ 7 ～ 9/11   10      0  2,321  2,321

林忠彦賞20回記念写真展  9/17 ～10/30 　38 1,149 2,273 3,422

周南市学校美術展 11/ 2 ～11/ 6    5      0 4,576 4,576

児玉源太郎と近代国家への歩み展 12/ 2 ～ 1/15   34 3,424 2,907 6,331
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団体鑑賞及び視察状況

月日 団　体　名 人数
１  4/ 9 周南あけぼの園 60
２  4/16 徳山大学　留学生 65
３  6/24 須々万幼稚園 31
４  6/24 楠木幼稚園 31
５  6/24 桜田幼稚園 18
６  6/28 NPO法人　周南さわやか会 33
７  6/29 群馬県みどり市市議会 4
８  6/29 共楽保育園 25
９  6/30 NPO法人　周南さわやか会 5
10  6/30 下松幼稚園 31
11  6/30 広島日本習字広島友墨会 12
12  7/ 2 住吉中学校 24
13  7/ 2 パレット絵画教室 21
14  7/ 5 富田西幼稚園 30
15  7/ 8 湯野幼稚園 10
16  7/10 ボーイスカウト下松１団 19
17  7/14 周南市総合支援学校　小学部 8
18  7/15 福川中学校 5
19  7/15 鹿野幼稚園 12
20  7/26 柳井市立柳井西中学校　文芸部 21
21  7/27 鼓澄苑 14
22  7/27 三重県鈴鹿市市議会 8
23  7/28 鼓澄苑 16
24  7/29 鼓澄苑 12
25  7/29 望みの家（鼓ヶ浦整肢学園） 18
26  7/29 三重県鈴鹿市市議会 9
27  8/ 2 下関市立豊洋中学校　美術部 17
28  8/ 2 鼓澄苑 10
29  8/ 3 和光保育園 35
30  8/ 3 鼓澄苑 8
31  8/10 放課後こども教室戸田ふれあい塾 9
32  8/11 徳山小学校　支援学級 20
33 10/ 4 下松工業高等学校 10
34 10/14 遠石小学校 89
35 10/14 遠石小学校 90
36 10/14 望みの家（鼓ヶ浦整肢学園） 17
37 10/20 佐畑福寿会 22
38 10/27 光ヶ丘高等学校 14
39 11/ 1 周陽小学校　6年生 77
40 11/17 下松市立久保中学校 4
41 11/18 勝間小学校 41
42 11/25 名鉄観光 32

月日 団　体　名 人数
43 11/13 いこいの里　白鳩 7
44 11/17 いこいの里　白鳩 6
45 11/19 いこいの里　白鳩 8
46 11/29 いこいの里　白鳩 8
47 12/15 周南市社協鹿野支部 21
48 12/17 洛友会　中国支部 12
49  1/11 岐山小学校　6年生 76
50  1/12 やまびこいきいきサロン 10
51  1/13 望みの家（鼓ヶ浦整肢学園） 19
52  1/14 住吉中学校　美術部 12
53  3/15 鼓澄苑 8
54  3/16 鼓澄苑 8
55  3/16 サルビア 6
56  3/17 鼓澄苑 8
57  3/18 鼓澄苑 16

合計　57団体 1,262
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